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図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
長
の
呟
き
。
　

　
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
式
辞
で
語
っ
て
い

る
よ
う
に
「
愚
か
者
」
で
あ
り
続
け
て
六
千
億
円

の
資
産
を
作
る
ヒ
ト
の
伝
記
『
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ズ
１
・
２
』（289.3/J 56

）
は
や
っ
ぱ
り
一
読
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
イ
長
調
と
ニ
長

調『
戴
冠
式
』の
Ｃ
Ｄ
で
は
グ
ル
ダ
と
ア
ー
ノ
ン
ク
ー

ル
が
組
ん
だ
も
の
が
双
方
の
主
張
が
生
か
さ
れ
た

快
演
で
愉
し
い
。ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
は
往
々
古
楽
の

研
究
か
ら
、
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
本
人
は

自
分
が
や
れ
ば
そ
れ
が
一
番
伝
統
的
だ
と
思
っ
て

い
る
に
違
い
な
い
と
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
音
楽
家
の
本

性
が
感
得
さ
れ
る
伝
記
が
『
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ア
ー
ノ

ン
ク
ー
ル
』（762.346/M

e69

）、本
学
国
際
関
係

学
部
の
小
谷
民
菜
先
生
の
素
敵
な
訳
で
。ア
ー
ノ

ン
ク
ー
ル
ご
本
人
の
書
い
た
『
古
楽
と
は
何
か
』

（762.3/H
33

）で
す
が
、
こ
れ
は
翻
訳
者
が
バッハ

学
の
泰
斗
樋
口
隆
一
と
許
光
俊
で
す
が
、
許
は
Ｈ

Ｍ
Ｖ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
許
光
俊
の
言
い
た
い
放

題
」
と
い
う
洒
脱
な
演
奏
評
論
を
連
載
し
て
い

て
、
読
み
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。今
年
は
小
生
が一

時
期
耽
読
し
て
い
た
吉
田
秀
和
も
遂
に
世
を
去

ら
れ
ま
し
た
。こ
の
人
が
相
撲
の
取
り
組
み
を
ラ

ジ
オ
で
聞
い
て
、
そ
の
場
で
そ
れ
を
文
字
で
表
現

す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
練
習
し
た
と
い
う
話
を

聞
い
て「
あ
っ
、
こ
れ
だ
。」と
思
っ
た
も
の
で
す
。皆

さ
ま
は
『
永
遠
の
故
郷
』（760.4/Y

86/1-4

）＋

Ｃ
Ｄ
で
そ
ん
な
努
力
の
跡
の
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な

い
美
し
い
日
本
語
を
愉
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
あ
と
青
柳
い
づ
み
こ
の
作
品
も
紹
介
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
も
う
一
人
シ
ン
と
い
う
科

学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
作
品
を
。こ
の
人
の
『
フ
ェル

マ
ー
の
最
終
定
理
』（412.2/ S

i 8

）
は
数
学
の

人
間
ド
ラ
マ
を
味
わ
え
ま
す
。フ
ェ
ル
マ
ー
の
定
理

関
係
は
他
に
も
い
く
つ
か
書
架
に
あ
り
ま
す
が
、

日
本
人
の
書
い
た
の
は
避
暑
向
け
に
は
薦
め
ま

せ
ん
。

　
最
後
に
手
に
取
っ
て
触
っ
て
欲
し
い
本
。薔
薇
の

香
り
の
マ
カ
ロ
ン
が
素
敵
な
ラ
デ
ュ
レ
の
『
ラ
デ
ュ
レ

の
お
料
理
レ
シ
ピ
　S

alé 

』（596.23/L
56

）。

藤
紫
の
ベ
ル
ベッ
ト
の
タ
ッ
チ
が
優
し
く
、
な
か
の
お

料
理
の
写
真
の
可
愛
い
こ
と
無
類
で
す
。セ
ン
ス

の
良
さ
は
原
題
の「S

alé

（
仏
語
で「
塩
」）で
明
ら

か
。料
理
は
塩
梅（
あ
ん
ば
い
）で
す
よ
ね
。

（
薬
学
部
教
授
　
野
口
博
司
）

※「
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
卒
業
式
辞
」
や
「
グ
ル
ダ
と
ア
ー
ノ
ン
ク
ー

ル
の『
戴
冠
式
』の
演
奏
」は
英
語
で
探
す
と
、

簡
単
にY

ouT
ube

で
視
聴
で
き
ま
す
。

　「
将
来
は
大
学
で
働
く
研
究
者
に
な
り
た

い
」
と
私
自
身
が
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
本

で
す
。

　
不
純
な
動
機
で
読
み
始
め
ま
し
た
。私
が
大

学
生
の
と
き
に 

履
修
し
て
い
た
教
養
科
目
の

ド
イ
ツ
語
で
、
本
書
の
原
著
の
一
部
が
テ
キ
ス
ト

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。宿
題
で
そ
れ
を

和
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、翻
訳
版
が
出
版
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
私
は
、
自
分
で
和
訳

す
る
こ
と
な
く
翻
訳
版
を
そ
の
ま
ま
写
そ
う

と
思
い
購
入
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
読
ん
で
み
て
、
そ
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
量
子
力
学
の
創
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
物
理
学
者
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の

自
伝
で
す
。副
題
は
「
私
の
生
涯
の
偉
大
な
出

会
い
と
対
話
」と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
人
た
ち

と
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
な
さ
れ
た
対
話
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。ボ
ー
ア
、
パ
ウ
リ
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
な
ど
、
量
子
力
学
の
黎
明
期
に
活
躍
し
た

物
理
学
の
巨
人
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。対
話
の

内
容
は
様
々
で
す
。量
子
力
学
の
話
題
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政
治
や
宗
教
・
音
楽
な
ど
に

つ
い
て
も
哲
学
的
対
話
を
繰
り
広
げ
ま
す
。こ

の
よ
う
な
知
的
創
造
の
場
に
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
ど
ん
な
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
楽

し
い
だ
ろ
う
と
、
大
学
生
の
私
は
将
来
に
思
い

を
馳
せ
ま
し
た
。

　
科
学
と
は
哲
学
だ
。大
学
と
は
思
想
を
創

る
場
所
だ
。い
ま
本
書
を
読
み
返
し
て
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
す
。

本 学 教 員 か ら の 寄 贈 著 書

■富沢 寿勇 先生（国際関係学部）
『文化変容の諸相:富沢ゼミ論集 』

2011・2012（380.4/Sh94）

■渡辺 達夫 先生（食品栄養科学部）
『スパイスなんでも小事典』

日本香辛料研究会 編
講談社（617.6/N77）

『抗肥満食品の開発と応用』大澤俊彦 監修
シーエムシー出版（588/Ko27）

■奈倉 京子先生（国際関係学部）
『帰国華僑：

華南移民の帰還体験と文化的適応』
風響社 （344.522/N27）

■森山 優先生（国際関係学部）
『日本はなぜ開戦に踏み切ったか：
「両論併記」と「非決定」』

新潮社（319.1/Mo73）

■平山 洋先生（国際関係学部）
『アジア独立論者福沢諭吉：

脱亜論・朝鮮滅亡論尊王論 をめぐって 』
ミネルヴァ書房（289.1/F 85）

■高瑞 紅先生（経営情報学部）
『中国企業の組織学習：

国際提携を通じたパラダイム転換』
中央経済社（335.222/K o11）

眞鍋 敬 教授（薬学部）
紹介図書
 『 部分と全体 :
　私の生涯の偉大な出会いと対話』 
著 者 名：W. K. ハイゼンベルク 著　山崎和夫 訳
●出版社：みすず書房    
●ISBN：4-622-04971-6
●図書館所蔵：閲覧室1階 　
●請求記号：289.3/H51

シリーズ

私 本の の1冊

地元企業等による本学学生への奨学金一覧
名　　　称 給付金額 支給期間 応募資格 24 年度採⽤人数

㈱ TOKAI ホールディングス 月額 5 万円 1 年間 全学生（研究生、科目等履修生
含む）

日本人 3 人
留学生 2 人

静 岡 ガ ス ㈱ 月額 5 万円 1 年間 学部生・大学院生 2 人

㈱ 万 城 食 品 月額 5 万円 1 年間 中国からの留学生 １人

静 清 信 用 金 庫 月額 5 万円 1 年間 静岡県内出身の学部生 2 人

公 益 信 託 東 海 澱 粉
国 際 交 流 奨 学 金 月額 3 万円 1 年間 アジアからの留学生のうち修士大

学院生 2 人

㈱ 天 野 回 漕 店 月額 5 万円 1 年間 中国・東南アジアからの留学生の
うち学部 2 ～ 3 年生 2 人

ス ル ガ 奨 学 財 団 月額 5 万円 2 年間
（3,4 年次） 外国人留学生のうち学部 2 年生 1 人

（平成 23 年度実績）

清 水 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 4 万円 一時金 外国人留学生のうち、他の奨学
金を受給していない学部新入生

15 人
（平成 23 年度実績）

株 式 会 社 静 岡 銀 行 月額 10 万円 2 年間 アジア地域からの国籍を有する学部
2 年生以上の留学生 4 人

静岡県労働者福祉協議会 年額 20 万円 一時金 静岡県内に在住もしくは勤務する
勤労者の子弟で 2 年生以上の者 3 人

　静岡県立大学では、地域の地元企業等の協力による奨学金制度を設けており、学生の支援に有意義に活用されています。
今年度は、10 社の企業・団体から、合計 37 名の学生が奨学金が授与され、企業・団体、寄付者を招いて奨学金授与式が
行われました。
　本学では、創立以来、企業・団体、保護者、一般有志の皆様からのあたたかいご支援をいただきながら、「県民の誇りとな
る価値ある大学」の実現に向け、社会に貢献できる有為な人材の育成に努めてまいりました。今後も奨学金制度をはじめとした、
学生支援のさらなる充実を図るとともに、地域社会に多様で有為な人材を輩出してまいりますので、本学奨学事業に対するご理
解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

本年度の奨学生の皆さんのこれからの活躍を期待しています。

奨学金授与式が行われました

TOKAI グループ奨学金
授与式：6 月 22 日

静清信用金庫奨学生
授与式：6 月 29 日

万城食品奨学金
授与式：5 月 14 日

公益信託東海澱粉国際交流奨学基金
授与式：7 月 26 日

天野回漕店奨学金
授与式：7 月 25 日

ロッキー奨学基金
授与式：8 月 10 日

しずぎんアジア留学生奨学金
授与式：3 月 22 日

静岡ガス奨学生
授与式：7 月 4 日

中野　真理子
山下　柊紀
林　昌奈
張　静秋
李　華

長坂　愛里
石井　千詩

李　暁粼

楊　秀霞
銭　宇喆

LE THI THUY TIEN
SU MON YEE

杉山　亜由美
伊東　未来
嘉山　節子

ENDY MUHTIADI IRFAN
NILAR SAW
沈　莎倩
NGUYEN THI HOAI THU

▪薬学部 5 年　
▪国際関係学部 3 年　
▪薬学部 2 年　
▪薬食生命科学総合学府博士前期 1 年
▪国際関係学部 3 年

▪看護学部 4 年
▪経営情報学部 3 年

▪国際関係学研究科 1 年

▪国際関係学研究科 2 年　
▪経営情報ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科 2 年

▪食品栄養科学部 3 年　
▪経営情報学部 2 年

▪薬学部 6 年
▪薬学部 5 年
▪薬学部 3 年

▪国際関係学研究科 2 年
▪経営情報ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科 2 年
▪経営情報学部 4 年
▪経営情報学部 3 年

浅香　英里
ヒガ　ミドリ

▪看護学部 3 年
▪看護学部 3 年


